






要約:今日の母子保健事業の中心課題の一つに育児不安の解消を挙げることができ,その対

策の充実には保健と福祉の密接なる連携が必要である。福祉分野の重要な職種である保母

が地域内で実施されている母子保健事業を認識しておくことは大きな問題解決の一助とな

ろう。母子保健事業のなかでもよく認識されているものは各種健診事業で、保母の参加が

多いと思われた乳幼児健全発達支援相談指導事業を知っているものは少ない。保健領域と

の連携については、障害児保育などを通じて実践されているが、健康な乳幼児を通じての

連携は少ないことが示された。


